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11 Kata 33－58－16136－11－312003／3／312008／12／2723 10
12Nigishima33－56－18136－10－522003／3／312008／12／2712
13 Atashika 33－55－26136－08－592003／3／312008／12／2712
14Urakami 33－33－23135－53－282003／3／292009／2／22 25 14
15 Kushimoto33－28－30135－46－292003／3／292009／2／19 22
16Tanabe 33－42－43135－23－502003／7／232009／2／2044
17Yura 33－57－34135－06－501909／6／262009／2／21 23 7
18 Yuasa 34－01－59135－10－182003／7／252009／2／21 32
19 Shimotsu 34－06－40135－08－422003／7／262009／2／21 76 19
20Kainan 34－09－03135－12－342003／7／272009／2／21 40 22
21 Tachibana33－51－15134－37－532003／7／262009／8／8 42
22Tsubaki 33－49－50134－41－042003／7／262009／8／7 64 25 12
23Awayuki 33－46－1134－35－442003／7／262009／8／7 11
24Mugi 33－39－43134－25－162003／7／252009／8／7 12





30Nomi 33－22－46133－19－192006／3／12009／5／21 52 22
31 Susaki 33－23－58133－17－29003／12／21009／5／21 36
32Kure 33－19－33133－14－102 03／12／22009／5／21 49 19





38 Saiki 32－58－25131－54－212005／4／22010／1／7 60 31
39Kadogawa32－28－13131－39－302005／4／22010／1／6 33
40Hosojima32－25－29131－39－252005／4／22010／1／6 36 17
41 Miyazaki 31－53－59131－27－312005／4／12010／1／6 36
42Aburatsu 31－34－55131－24－232005／4／12010／1／5 18
43Shibushi 31－28－22131－06－462005／3／312010／1／5 76 19
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Figure　10．　Correlation　relation　of　dominant　period　between　first
　　　　　observation　and　average．
両者とも極大値の振幅は大きくないので極大値の周期は安定
したものではない。両者で10分以上の違いが見られた所を
列記すると浦神，湯浅，下津，海南，野見，佐賀，宿毛，志
布志の8点である。佐賀と志布志を除けば湾の向きが外海の
一般的な海岸線の方向に対して直交方向から大きくずれてい
る所である。
　　　　　　　　　　　　4議論
　高知と室戸岬を比べると測定点と外海の関係が明確になる。
高知は室戸岬と潮岬の中間に位置し，奥まった所にあるのに
対し，室戸岬め測定点は室戸岬の突端近くにある。前者の前
の海は遠浅であるのに対し，後者の前はすぐ外海で深い。従
って前者には外海で出来る短い波は到達するまでに途中で捕
捉されるので，ほとんど到達しない。一方，後者には容易に
到達するであろう。この違いが短い成分が欠如するか，豊富
にあるかの違いになって静振のスペクトルに表れる。
ない周期成分が減衰して，卓越周期が明確になる。そのとき
スペクトルが単一のピークからなり，振幅が大きい場合に再
現性が高い傾向にある。
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平均のスペクトルを取る事で卓越振動が強調され，共通で
